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条項練習問題 1 設問の場合に適用する条項を回答して下さい。 

1. ジェネラルエリアでのアンプレヤブルの救済の処置の選択肢は? 

2. 他のプレーヤーにアドバイスを与える。 

3. マッチプレーで、相手の次のストロークをコンシードする。 

4. 救済エリアに球をドロップする場合、別の球を使うことができる。 

5. フォアボールでは両方のパートナーが各ホールをプレーする必要はない。 

6. 委員会は重大な非行をしたプレーヤーを失格とすることができる。 

7. マーカーの証明なしにスコアカードを提出した。 

8. プレー中断後、再開するときに球を取り替えることができる。 

9. 止まっている自分の球に故意に触れたが動かなかった。 

10. ストロークした球が自分自身に当たった。 

11. アウトオブバウンズに止まっている自分の球をプレーした。 

12. アウトオブバウンズにあるルースインペディメントを取り除いた。 

13. ストロークプレーで処置が分からないので 2つの球をプレーする。 

14. タオルの上に球が止まり、罰なしの救済を受ける。 

15. 自分の球をフェアで捜索しているときに偶然スイング区域を改善した。 

16. 球を掻き寄せてホールに入れてホールアウトした。 

17. バンカー内の球の直後の砂にクラブで触れた。 

18. パットした球がホールからせり出した状態となった。 

19. ペナルティーエリア内のプレー禁止区域から罰ありの救済を受ける。 

20. レフェリーが間違った裁定を訂正する。 

21. 15本のクラブを持ってラウンドをスタートした。 

22. スタート時間に遅刻した。 

23. 球がレーキに当たりそうになったので、キャディーがそのレーキを故意に取り除く。 

24. パッティンググリーン上の自分のボールマーカーを偶然に動かした。 

25. 直前のストロークを行った場所から次のストロークを行う場合に適用する規則は? 
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26. 球が毒蛇の近くに止まったので罰なしの救済を受ける。 

27. プレーを不当に遅延する。 

28. ラウンド中、規則に違反する手袋を使用した。 

29. 木の枝を折ってプレーの線を改善した。 

30. パッティンググリーン上でプレーの線を跨いでストロークをした。 

31. リプレースした球が止まらない。 

32. ビデオの証拠の使用は事実問題を決定する場合、肉眼基準によって制限される。 

33. 川の中に入った球が水流でアウトオブバウンズに出た。 

34. バンカー内の水たまりの中に球が入ったので罰ありの救済を受ける。 

35. 目的外グリーンに止まっている自分の球をそのままプレーした。 

36. プレーヤーは自分自身に規則を適用する責任がある。 

37. マッチプレーでは罰を受けたことを相手に知らせなければならない。 

38. 次のホールのティーイングエリアの近くでパットの練習をした。 

39. 止まっている球のライがギャラリーによって変えられた。 

40. ラウンド中にキャディーを 2人使用した。 

41. パッティンググリーン面を手でこすってテストをした。 

42. 球がジェネラルエリアの地面にくい込んだので罰なしの救済を受ける。 

43. 最大スコアでは、誤所からのプレーの重大な違反があっても失格とはならない。 

44. バンカー内の球に対して 2罰打でアンプレヤブルの処置をとる。 

45. パッティンググリーン上で拾い上げた球を取り替えてリプレースしてプレーした。 

46. プレーヤーが個人的な考えで、ティーマーカーの位置をずらしてプレーした。 

47. 9番ホール終了後、昼食をとるためにクラブハウスで長時間休憩した。 

48. ストロークした球が 2つに割れた。 

49. ストロークした球がホールに立てられている旗竿に当たった。 

50. 暫定球をプレーする。 
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